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２０２４年１０月８日 

大阪市教育委員会 

教育長 多田勝哉 様 

大阪市学校園教職員組合 

執行委員長   宮城  登 

栄養教職員部長 城 寿美香 

 

要 求 書 
 

大阪市が、教育としての学校給食の内容を向上させること、食教育を充実させることは、 

栄養教諭・学校栄養職員の職務内容に直結する教育施策です。 

学校現場に配置されている栄養教諭・学校栄養職員の勤務労働条件を改善するため、栄養教

職員部との協議を行うこと、下記の事項について誠意ある対応を行うことを要求します。 

 

記 

 

１．学校給食および食教育の充実について 
 

（１） 学校給食は教育の一環であることから、学校給食事業については自校直営方式で実施す

ること。調理業務についても民間委託を行わず、教育行政としての責任を果たすこと。 

（２） 民間委託事業については、給食水準が低下することのないよう検証を行うこと。また、

調理業務に支障が出ないよう適正な人員を確保させると共に、配置要員の衛生管理につい

ても徹底するよう業者指導を行うこと。 

（３） 学校給食費の無償化に伴い、献立内容が低下することのないようにすること。 

（４） 米飯には、国産の新米を使用すると共に、自校炊飯校を拡充すること。 

（５） 学校給食を「生きた教材」とするための施策として、地場産食材を使用すること。 

（６） 安全・安心の学校給食を実施するため、放射性物質・残留農薬・食品添加物・細菌・遺

伝子組み換え食品に対する検査体制を強化すること。 

（７） 使用食材の生産地・流通経路・アレルゲンについて、情報提供を行うこと。 

（８） 食材の購入については、学校給食協会による一括購入を見直すこと。また、食材の納品

については、品質を確認した上で、新鮮な食材を納品するよう業者指導を徹底すること。 

（９） パンについては、業者による味・品質の差を改善すること。また、めん・いも・米の副

食と組み合わせるパンについて、種類や量を見直すこと。 

（10） 食器の種類・材質について見直すこと。現在の３つ切り皿については、持って食べるこ

とができる形状に改善すること。中学校の食器については、配膳量に見合った大きさに改

善すること。 

（11)  中学校給食については、必要な栄養量を満たし、より円滑に学校給食を実施するため、

中学校への給食室設置を増やすこと。当面、中学校間での親子方式による学校給食実施校

を増やし、食器の改善についても試行すること。 

（12） ポリカーボネート製食器具の溶出検査を実施し、安全性を明確にすること。 

（13） 個別対応給食の拡充を行い、食物アレルギーや摂食障害のある児童生徒にも学校給食を

提供すること。そのために必要な施設設備・定員等の適正な措置を行うこと。 

(14) 個別対応給食の提供にあたっては、中学校給食で使用している容器を小学校にも支給し、

安全安心な個別対応給食が実施できるようにすること。 

（15） 食物アレルギー個別対応についての研修は、学校全体で行うことを周知徹底し、児童生

徒が安全に学校生活を送ることができるようにすること。 
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２．職務内容の確立および労働条件の改善について 
 

（１） 栄養教諭・学校栄養職員の職務内容が教職員に正しく理解されるよう、管理職を指導す

ること。また、中学校に配置されている栄養教諭・学校栄養職員の職務内容を明確にする

こと。 

 

（２） 学校給食を実施している全ての小中学校に、栄養教諭・学校栄養職員を計画的に配置す

ること。 

（３） 全校配置されていない現状を考慮し、栄養教諭の再任用は定数外とすること。 

（４） 未配置校における栄養教育推進事業については、繁忙化している行政区の実態を把握し、

業務の負担を軽減すること。中学校における栄養教育推進事業については、指導資料提供

の範囲とすること。 

（５） 献立作成・教材作成・栄養相談に必要な「栄養管理室」を設置し、業務の効率化をはか

ること。                                       

（６） 民間委託業者に対する「給食調理・衛生管理マニュアル」等の研修は、契約者である市

教委の責任で行い、民間委託校に勤務する栄養教諭・学校栄養職員の負担を軽減すること。 

（７） 人事異動については、新規採用４年目を含めて本人の希望を尊重し、通勤の負担を軽減

すること。 

（８） 白衣・作業衣等は、学校現場の意見を反映させたものに改善すること。給食帽について

は、マスクが外から着用できる形状に改善すること。 

（９） 栄養教諭・学校栄養職員対象の研修は、希望者が全員受講できるように企画し、研修の

機会を保障すること。内容については、参加者の意見を反映させ、充実をはかること。 

 

 
以上 
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２０２４年１０月８日 

資 料 請 求 

                  大阪市学校園教職員組合                       

栄養教職員部 

 

○ 自校炊飯およびドライシステム実施校の一覧表 

 

○ ポリカーボネート製食器具のビスフェノールＡ溶出検査結果 

 

○ 食物アレルギー疾患や嚥下咀嚼困難等で、学校給食において個別対応が必要な児童の実態 

（相談件数と内容） 

 

○ 食物アレルギー個別対応給食の実施報告状況 

 

○ 栄養教育推進事業の各区における実施状況および評価 

 

○ 給食調理業務の民間委託事業の実施校と受託業者の一覧表 

 

〇「食の指導への対応加配」の配置校一覧表 

 

○定数内学校栄養職員数および臨時的任用学校栄養職員数 

 

〇中学校給食実施における親校子校の一覧表 

 


